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はじめに
バリーカレボーグループ（以下「バリーカレボー」

という）はチューリッヒ（スイス）に本社を置く、

高品質のカカオとチョコレート製品の世界有数のメ

ーカーです。原料の調達から最高級のチョコレート

製造まで、バリューチェーンのすべての段階に熟練

しています。日本では群馬県高崎市に本社・工場を

構え、東京都品川区大崎には、チョコレートの専門

知識や技術の指導を行う、チョコレートアカデミー

を設置しています。

本稿では、チョコレートに関連して最近注目を集

める二つの話題についてご紹介します。一つ目は、

第４のチョコレートとして最近開発された「ルビー

チョコレート」について、二つ目は私たちが力を入

れている、持続可能性に配慮した「サステナブルチ

ョコレート」についてです。

１．日本のルビーチョコレート
について

日本の消費者は探求心が強く、製品知識も豊富で

す。そのような中で、最近、認知度の高まっている

チョコレートに「ルビーチョコレート」があります

（写真１）。

ルビーチョコレートは、ダーク、ミルク、ホワイ

トに続き、約80年ぶりに発表された第４のカテゴ

リーのチョコレートで、美しいルビー色、濃厚なフ

ルーティーさ、フレッシュで酸味を感じる香りが特

徴です。

ルビーチョコレートには、着色料やフルーツのフ

レーバーは一切使用されていません。ルビーカカオ

豆内に天然に存在する独特な成分により、これまで

になかったルビー色でフルーティーなチョコレート

が生まれました。外観はルビー色をしていますが、

使用されるカカオ豆は、ブラジル、コートジボワー

ル、エクアドルなど一般的な産出国で育ちます。選

別されたカカオ豆を用い、特別な製造加工方法でル

ビーチョコレートは製造されます。

ルビーチョコレートと
サステナブルチョコレートについて

写真１　ルビーチョコレート
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このルビーチョコレートが日本で発売され、約２

年が経ちました。2020年に行った意識調査におい

て、日本におけるルビーチョコレートの認知度は、

約49％となりました（図）。また、食べたことがあ

る人は約17％でした。昨年の同調査と比較すると、

ルビーチョコレートの認知度は6.4ポイントアップ

して全体の約半数に、ルビーチョコレートを食べた

ことがある人は約12ポイントアップとなり、ルビ

ーチョコレートが多くの人の生活に浸透してきてい

ます。

ルビーチョコレートを使用したメニューをどのよ

うなときに食べたいか聞いたところ、１位は「誕生

日」でした。誕生日という特別な日にルビーチョコ

レートを食べたいという方が多くいることが分かり

ました。続いて２位は僅差で「バレンタイン」が選

ばれました。また、「日常的に」と回答した人が、「ク

リスマス」を凌いで３位になり、2019年にコンビ

ニエンスストアやスーパーマーケットでも手に入る

ようになったことから、日常生活にもルビーチョコ

レートが浸透していることが分かりました。
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図　ルビーチョコレートに関する意識調査

□調査委託先：株式会社マクロミル
□回答者：全国18～59歳の男女824名（複数回答）
□調査期間：2020年2月12日～2月13日
□調査手法：インターネット調査
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２．サステナブルチョコレート
について

チョコレート産業の生産現場は、「貧しい農家」「低

い生産性（カカオ豆）」「児童労働」「森林破壊」な

ど、将来的に供給を脅かす深刻な問題に直面してい

ます。

チョコレート産業の未来を確保するために、バリ

ーカレボーは、チョコレートのバリューチェーン内

のすべての業界関係者との持続可能性運動を根強く

支持してきました。2016年には、2025年までに

持続可能なチョコレート（サステナブルチョコレー

ト）を標準にする大胆な計画である「フォーエバー

チョコレート」計画を立ち上げました。バリーカレ

ボーのサプライチェーンの50万人以上のココア農

家を貧困から脱却させ、児童労働を根絶し、森林

ポジティブ（注１）、カーボンポジティブ（注２）を実現

し、すべての製品に100％持続可能な原材料を使

用する計画です。この計画達成に向けたそれぞれ

の取り組みの一例を紹介します（詳細については、

英語版のみとなりますがバリーカレボーのホーム

ペ ー ジ〈https://www.barry-callebaut.com/ja-

JP/group/forever-chocolate-our-plan-make-

sustainable-chocolate-norm〉に掲載しています

ので、ご参照ください）。

（注１）�明確な定義はないが、世界自然保護基金（WWF）によると、

科学的根拠に基づく森林資源の利用、管理により多様で

健全な森林を育てること。

（注２）温室効果ガスの吸収量が排出量を上回ること。

（１）ココア農家の貧困からの脱却
カカオ豆の原産国では、栽培技術の未熟さに加え、

樹齢の老化、必要な肥料を調達するための資金が乏

しいなどの事情により収量が不安定となる結果、極

度の貧困に陥っている農家が多数います。

私たちは、営農指導や農業資材の提供、カカオの

苗木の配布などを通じて農家が十分な収入を得られ

るよう支援しています。また、原産国の政府などと

積極的に協働しながら、地域全体の生活水準の底上

げにも取り組んでいるところです。

（２）児童労働の根絶
西アフリカのカカオ豆の原産国では、いまだに多

くの児童労働が行われています。子どもたちが働か

ざるを得ない事情には農家の貧困が根底にあると考え

ていますが、それを解決するだけでは十分ではありま

せん。児童労働が行われる背景には、経済的、社会的、

文化的な要因が複雑に絡み合っているからです。

私たちは、この問題解決に貢献するため、まずは

親や住民に対して学校教育の重要性について説明

し、児童労働の根絶の必要性への理解を呼びかけて

写真２　ルビーチョコレートを使用した商品の発売イベントの様子
（写真左はバリーカレボージャパン代表取締役社長のパスカル・ムルメステール）
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います。また、住民らで児童労働を監視する体制づ

くりの支援も進めています。

（３）	森林ポジティブ、カーボンポジティブ
の実現

森林破壊は、地球温暖化の最大の原因の一つと考

えています。農地の開墾を目的とした「焼き畑」も

CO2を大気中に放出するとともに、CO2の吸収源

である森林を減少させます。気候変動は、特に農業

に深刻な影響を及ぼします。深刻な干ばつに陥れば、

かんがい設備が整っていない地域や水資源が乏しい

地域では、もはや農業の継続は不可能です。

私たちは森林破壊をなくし、森林ポジティブを実

現するため、サプライヤーや政府と協力しながら、

原材料の生産履歴の整備（トレーサビリティの導

入）を進めています。また、自社のカーボンフット

プリント（原材料調達から廃棄・リサイクルに至る

までの商品のライフサイクル全体を通して排出され

る温室効果ガスの排出量をCO2に換算した数値で

表示したもの）だけでなく、サプライチェーン全体

のカーボンフットプリントの正確な把握に努めてい

ます。これにより、CO2の排出削減を優先的に取

り組む分野を特定することができます。

こうした取り組みの結果、2018/19年度に私た

ちが調達した原材料の51％は、持続可能な方法で

生産されたものでした。これは、前年度に比べ約

16％増加しています。今年度は、この割合をさら

に高められるよう、より多くの努力を注いでいます。

最後に、持続可能性の問題に対する日本の消費

者の意識は、国連の2030年の持続可能な開発目標

（SDGs）に対する日本政府の強いコミットメント

により、前例のないレベルにまで上昇したものと思

われます。これは、チョコレートメーカーとチョコ

レート職人が、サステナブルチョコレートを日本で

標準にするという共通の目標のもとで団結する絶好

の機会になると信じています。私たちは、サステナ

ブルチョコレートの生産を通じて、ココアの将来の

供給を確保し、農家の生計を改善することにこれか

らも取り組んでいきます。

写真３　カカオ豆産地の子どもたち


